
Keyword

本研究は、インストラクション・システムにおいて、パーティシ
パントの自己効力感を高めるインストラクショナル・デザインを

実証分析し、学習成果が向上するケースを紹介している。

インストラクション・システムの実証分析

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

事業価値をテーマにした知識組み合わせによる教育モデルの研究その他の研究テーマ

●企業の研修会
インストラクション・システムの
改善

インストラクション・システムの
改善

資格試験合格者の増加●大学の授業

商学部
経営・流通学科

教授

金川 一夫

自己効力感、学習性無力感、ICT活用授業モデル

環境 満足度

自己効力感

学習成果

インストラクショナル
デザイン

➡➡

インストラクション技術
●参加者の自己効力感向上が可能です。
●参加者の満足度を測定することで、学習成果を改善する効果があります。

Point

Keyword

本研究は、少子高齢化や都市への流出による人口減少、
事業承継難で減少する中小企業といった多くの課題を抱える
地方経済を支える地域金融機関を対象としています。

地方銀行や信用金庫、信用組合は今後どのような経営を
目指せば良いのでしょうか。地方で活躍する中小企業は今後
どのような経営を行えば良いのでしょうか。

地域で活動する金融機関の研究
地方銀行や信用金庫の役割とは

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

良い経営とは何かに関する研究（経営品質向上プログラム）
人を大切にする経営とは、どのようなものか

その他の研究テーマ

地方経済の分析
●金融の視点から地方経済を分析します。
●金融機関の経営に提言を行います。

Point

●金融機関・中小企業の経営
に対するコメント

テレビ、新聞、雑誌等のメディ
アで必要となる専門家の見解を
伝えることが可能

社員のスキル向上や意識改革
●金融機関・中小企業の社員
研修講師

商学部
経営・流通学科

准教授

新田町 尚人

地域金融機関、地方銀行、信用金庫、信用組合、中小企業

お金の力で世の中を良い方向に
変えられるのでしょうか？

金融機関の経営は大丈夫
なのでしょうか？

お金の地産地消は実現できる
のでしょうか？
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